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防災･エネルギー対策特別委員会

平成２５年（2013年）１０月９
防災危機管

大気シミュレーションモデルによる
放射性物質(セシウム)の

沈着量予測の評価手法について

琵琶湖環境科学研究センター

環境リスクの評価と対応方策検討事業
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①陸域および湖面への沈着量予測
（大気シミュレーションモデル活用）
対象:セシウム･ヨウ素
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平成24年度の成果を基に予測厩影響:平価手法の改良
リスクコミュニケーション手法の継続的検討
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大気モデルの改良

・気象モデルおよび大気質モデルのバージョン
アップ

ＭＭ５_ＷＲＦ３１(気象モデル）

ＣＭＡＱ４．６→ＣＭＡＱ４７(大気質モデル）

局地気象の解析

入力気象データ(GPV）

ＧＳＭ(約２０kmメッシュ６時間毎）

↓

ＭＳＭ(5kｍメッシュ３時間毎)＋

NCEP-FNL(約２０kmメッシュ６時間毎）

大気モデルを用いた検討

･福島第１原子力発電所事故に､滋賀県モデル

を適用し､沈着量の検証を行う。

・風向データと降水データから琵琶湖流域に

最も影響が大きいと考えられる曰を抽出する。

．最も排出量が多かった福島３月15曰の状況を

想定して､沈着量を推定する。

(Cs１３７４×10へl4Bq/ｈ６時間Csl37=Csl34）
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大気中への放射性物質放出量

試算値(Bq）
3号機 合計半減期 1号機 2号機核種

1.1＊10ﾊ1９4.4*１０へ1８３５*10へ1８３４*１０へ1８Ｘｅ－１３３ 521呂

１６*10ﾊ1７7-0*１０へ1５1.4*10へ1７１２＊１０へ1６8.0日1－１３１

1.8＊10へ1６８２*１０へ1４21年 １６＊１０へ1６7-1＊１０へ1４Ｃｓ-１３４

7-1＊１０へ1４ １５＊１０へ1６1.4*10へ1６300年 ５９＊１０へ1４Ｃｓ－１３７

6.4*10ﾍ1５4.5*１０へ1４１７*１０へ1５ 4.2*10へ1５Ｓｂ－１２７ ３９１畳

3.3＊10ﾊ1５21＊１０へ1４７２*１０へ1４ 2.4*10へ1５33.6日Ｔｅ－１２９ｍ

3.2*１０ﾊ1５1.1＊10ﾍ1５ １９＊１０へ1５1-3＊１０へ1４12.71畳Ba－１４０

２０＊１０へ1５１２*１０へ1５6.8*10へ1４８２*１０へ1３50.5日Ｓ庁8９

６９*１０へ1３ １１＊１０へ1５7.7*10へ1４2.5*１０へ1４１０９０１目Te-127ｍ

福島第一原発から80k､]圏内のCs-l34｣37②

地表面への蓄積量

３

核種 半減期 1号機 2号機 3号機 合計

Xe－１３３ 5-2日 3-4*10ﾍ1８ ３５*10へ1８ 4.4*１０へ1８ 1.1＊10ﾊ1９

1-131 8.0日 1.2*１０へ1６ ､4*10へ１ 7.0*１０へ1５ 1.6*10へ１

Ｃｓ-134 2-1年 7.1＊10ﾍ1４ ､6*10へ１ ａ２*10へ1４ 1.8*10へ１

Ｃｓ－１３７ 300年 5.9*10ﾍ1４ 4*10へ１ 7.1＊10へ1４ 1.5＊10へ１

Sb-127 3-9日 １回7*10へ1５ ､2*10へ１ 4.5*１０へ1４ 6.4*10ﾍ１

Ｔｅ－１２９ｍ 33.6日 7-2*10へ1４ 4*10へ１ 2.1＊10へ1４ 3.3*10ﾊ１

Ba－１４０ 12.7日 1.3*10へ1４ 1.1＊10ﾍ１ 1.9*１０へ1５ 3.2*10ﾊ１

Sr-89 50.5日 8.2*10ﾍ1３ 6.8*10へ1４ 1.2*１０へ1５ ２０＊１０へ１

Te-127ｍ 109.0日 2.5*１０へ1４ 7.7*10へ1４ 6.9*１０へ1３ 1.1＊１０へ1５



滋賀県モデルによる原子力発電所事故再現
（Csl34+137沈着量:粒子想定）
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セシウム137+134沈着量シミュレーション

（想定:粒子）
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セシウム137+134沈着量シミュレーション

（想定:粒子）

累積沈着量沈着量(毎時） 降水量(毎時）
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東日本域での実態調査と滋賀モデルとの比較

滋賀モデルによる
Cs137+134沈着量

空間線量率

平成Z４年３月２日

早川由紀夫(群馬大学）
車両走行調査
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航空機モニタリング
平成２４年ﾕ２月28日時点

（文部科学省）
…')｜

空Ni臓赴卒マップ（地嚢面からlIw遂さの空肌鰍型:申〕
（平戒２４年１２月28日時点）（旅6次jlk空幽モニタリングの聴果に

栖島爾一原子力里適所からDOI､魎外のモニタリング⑩植果噸｢芒追オ

滋賀モデルによる
Csl37+134沈着量

空間線量率
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滋賀県シミュレーション事例(ZO11o7oZ9美浜）
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滋賀県シミュレーション事例(ZO11o7oZ9美浜）
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高沈着量曰の選定方法

放射性物質を－定量で連続放出
↓

１０kｍメッシュで計算

↓

琵琶湖流域総和計算
↓

６時間総和時系列で表示

↓

高沈着量日時を選定
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高沈着量曰の選定方法
RhJ四．
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琵琶湖流域総和沈着量の時系列変化、115
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